
（別紙３）

～ 2026年2月15日

（対象者数） 34 （回答者数）
26

～ 2026年2月3日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・取り組める遊びの幅を広げる。

2

・子ども達同士の交わりをもっと増やしていきたい。

3

・職員スキルアップを図る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・家族対象のプログラムや地域の方を交えたイベントの開催

の検討。

・周辺の散歩や公園遊びといった日々の活動時のあいさつや

会話等を通して町内や地域の方に周知していただく。

2

・ミーティングノートの更なる活用。

・気になる点をすぐに報告しあえる環境作り。

3

・オンライン研修の活用。

・午前開催の研修など、参加できるものには積極的に参加す

る。

・事業所内外で身体を動かすことができる。

・敷地が広く、外遊びができるスペースがある。

・近隣に公園があり、散歩をかねて遊びにいくことができ

る。自然が多い。

・身体を動かす遊びと、座って行う遊びの活動場所を分けて

いる。

・天気がいい日は積極的に外遊びを行っている。

・若い職員が多い。子どもたちとの年齢も近く、気持ちを汲

み取ったり、一緒に身体を思いきり動かしての遊びができ

る。

・遊びの内容によって、運動が得意な職員が支援に当たる。

・身体を動かしながら、遊びのルールを通して、ルールを守

ることや順番を待つことなどの社会性が広がっていくように

している。

・職員ひとりひとりの得意・長所（真面目さ、優しさ、明る

さ、運動、図画工作、芸術、知識・教養、チャレンジ精神な

ど）を活かした子ども達への支援。

・得意分野を受け持つ。逆に不得意と思う部分は場を見て対

応する職員が変わるなど柔軟に対応するようにしている。

・研修機会が多くない。 ・人員の都合上、外部研修へ複数人での参加が難しい。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・家族支援

・地域とのつながり

・家族対象のプログラムを行っていない。

・地域の方を招いたイベント等を行っていない。

・職員間の情報共有 ・職員の就業時間によっては朝夕のミーティングに参加でき

ないことがあり、情報の共有が十分でないことがある。

2026年1月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年2月24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名

○保護者評価実施期間
2026年2月1日

○保護者評価有効回答数

事業所におる自己評価総括表公表


